「や あ、 相変わらず 取られた のさ。 僕 はどう も 運が 悪 

あきら 

いと 諦めて いるよ。 なにしろ やって いる ことが ミラ 

ンド— ル (一種の 骨牌 戯) だし、 いつも 冷静に してい 

るから、 手違いの しょうがな いの だが、 それでいて、 

しじゅう 負けて いるの だからね」 

「だ つ て 君 は、 一 度 も 赤札に 賭けよう としな か つ た 

じ やない か。 僕 は 君の 強情に はお どろいて しまった 

よ」 

「しかし 君 はへ ルマン を どう 思う」 と、 客の 一 人が 若 

い 工兵 士官 を 指さしながら 言 つ た。 「この 先生 は 生ま 

れ てから、 かって 一枚の 骨牌 札 も 手に した こ ともなけ 



れば、 一度 も 賭け をした こと もない のに、 朝の 五 時 ま 

でこう して ここに 腰 を かけて、 われわれの 勝負 を 眺め 

ている の だからな」 

「人の 勝負 を 見て いるの が 僕に は 大いに 愉快な の だ」 

と、 ヘルマン は 言った。 「だが、 僕 は 自分の 生活に 不必 

要な 金 を 犠牲に する ことが 出来る ような 身分で はない 

からな」 

「ヘルマン は ドイツ人 である。 それ だから 彼 は 経済家 

である。 …… それで ちゃんと 分かって いる じゃあない 

か」 と、 ト ムス キイが 批評 をく だした。 「しかし、 ここ 

に 僕の 不可解な 人物が 一 人 ある。 僕の 祖母 アンナ - 



フ ェ ド トヴナ 伯爵 夫人 だが ね」 

「どうして だ」 と、 他の 客た ちがたず ねた。 

「どうして 僕の 祖母が プント (賭け 骨牌の 一 種) をし 

ないかが 僕に は 分からな いの だ」 と、 ト ムス キイ は 言 

い つづけた。 

「どうして といって …… 。 八十に もな つたお 婆さんが 

プ ン トを しな いの を、 何も 不思議が る こと はない じ や 

ないか」 と、 ナル モヴが 言った。 

「君 は なぜ 不可解 だか、 その 理由 を 知るまい」 

「むろん、 知らないね」 

「よし。 では 聴きた まえ。 今から 五十 年 ほど 前に、 僕 



の 祖母 は パリへ 行った ことがあ るの だ。 ところが、 祖 

母 は 非常に 評判と なって、 パリの 人間 は あの 『ムスコ 

ビ— ト のヴィ ー ナス』 のよう な 祖母の 流し 眼の 光栄に 

浴しょう というので、 争って、 その あと をつ け 廻した 

そうだ。 祖母の 話に よると、 なんでも リ チェリ ュ ー と 

かいう 男が 祖母 を 口説きに かかった が、 祖母に 手き び 

しく 撥ねつ けられた ので、 彼 は それ を 悲観して、 ビス 

トルで 頭 を 撃ち 抜いて 自殺して しまった そうだ。 

そのころ の 貴婦人 間に は ファロ— (賭け 骨牌) をし 

て 遊ぶ のが 流行って いた。 ところが、 宮廷に 骨牌 会が 

あった 時、 祖母 は オルレアン 公の ために さんざん 負か 



聞かせれば、 おそらく 説得で きる ものと 思った ので、 

結婚 以来 初めて 祖父に ぎ 訳 をしたり、 説明 を 試みたり 

したの だが、 結局 それ は 無効に 終わって、 祖父 は 依然 

として 聞き 容れ なかった。 そこで この 問題 は 夫婦 間 だ 

けで は 解決が つか なくなって 来て、 祖母 はどうし てい 

とほう 

いか、 途方に 暮れて しまったの だ。 

これより 前に、 祖母 は 一 人の 非常に 有名な 男と 知り 

合いに なって いた。 諸君 はすで に、 幾多の 奇怪なる 物 

語 を 伝えられる、 サン. ジ エルマン 伯の こと を 聞いて 

知ってい るだろう。 彼 はみ ずから 宿な しの ユダヤ人と 

いい、 または 不老 長生 薬の 発見者と いい、 その他い ろ 



く 方法が あります。 それ は あなたが もう 一 度 賭け をな 

すって、 ご 入用 だけの 金額 をお 勝ちになる ことです〉 

と 言った そうだ。 〈でも 伯爵 さま。 実は、 私に はもう 

すこしの 持ち合わせ もない のです〉 と 祖母が 答える と、 

〈いや、 金な ど はちつ とも 要らない のです〉 と、 今度 は 

サン .ジ エルマン 伯が それ を 打ち消して 答えた。 〈まあ、 

私の 言う こと をお 聞きなさい〉 と、 それから 彼 は、 わ 

れ われが おた がいに よくやる ような 一 つの 秘策 を 祖母 

に 授けた の だ」 

若い 将校 連 はだん だんに 興味 を 感じて 来て、 熱心に 

耳を頓 けて いた。 ト ムス キイ は パイプ を くわえる と、 



うまそう に 一 服 吸って から、 また その さき を 語り つづ 

けた。 

「その 晚、 祖母 は 女王の 遊び (骨牌 戯の 一 種) をす る 

ために ヴ エル サイ ュの宫 殿へ 行った。 オルレアン 公が 

おやもと もっと 

親元 をして いたので、 祖母 はいかに も 尤もらしく、 ま 

だ 負債 を 返済して いない こと を 手軽に 言訳して から、 

公爵と 勝負 を はじめた。 祖母 は 三枚の 骨牌 札 を 選んで 

順 じゅんに それ を 賭けて 行って、 とうとう ソニカ (一 

番手つ 取り 早く 勝負の きまる 骨牌 戯) で 三枚と も 勝つ 

たので、 祖母 は 前に 負けた だけの 金額 を 全部 回収して 

しまったの だ」 



「実に 僥倖 だな」 と、 一人の 客が 言った。 

「作り話 さ」 と、 ヘルマンが 批評 をく だした。 

しるし 

「たぶん 骨牌に 印 でも 付けて おいた ので はない か」 と、 

三番 目に 誰かが 言った。 

ト ムス キイ は 断乎たる 口ぶりで 答えた。 

「僕 はそう は 考えない ね」 

「なんだ」 と、 ナル モヴが 言った。 「君 は 三枚と もまぐ 

れ 当たりに 勝つ 方法 を 知っている おばあさんが 生きて 

いるのに、 彼女から その 秘密 を 引き出し 得なかった の 

ゝ I 

力」 

「むろん、 僕 も いろいろに 抜け目な くやって は 見た の 



りも遙 かに 多く 勝って しまったの だ …… 」 

「もう そろそろ 寝よう ではない か。 六 時 十五 分 過ぎ だ 

ぜ」 

実際す でに 夜が 明け 始めて いたので、 若い 連中 は 

ぐっと コップの 酒 を 飲み ほして、 思い思いに 帰って 

行った。 

二 

三人の 侍女 は A 老 伯爵 夫人 を 彼女 の 衣裳 部屋 の 姿見 

の 前に 坐ら せてから、 その まわりに 附き 添って いた。 



ボン ジ ュ— ル マドモアゼル . リ— ス 

「今日は、 リ— ス嬢。 おば あさま、 ちょっと お頼み 

申したい ことがあ るので すが …… 」 

「どんな ことです、 ポ— ル」 

「ほかで もない のです が、 おば あさまに 僕の 友達 を ご 

紹介した 上で、 この 金曜日の 舞踏会に その 人 を 招待し 

たいので すが …… 」 

「舞踏会に お呼び 申して、 その 席上で そのお かた を 私 

に 紹介したら いいでしょう。 それ はそうと、 きのうお 

うち 

まえ は B さんのお 家に おいででした か」 

「ええ、 非常に 愉快で、 明けが たの 五 時 頃まで 踊り抜 

いてし まいました。 そうそう、 イエ レツ カャ さんが 実 



に 美しかったです よ」 

「そうです かねえ。 あの人 はそんな に 美しい のかね え。 

あの人の おば あさまの ダ リア • ペトロ ヴナ 公爵夫人の 

ように 美しい のかい。 そういえば、 公爵夫人 も 随分お 

年 を 召された ことだろう ね」 

「なに を おっしゃって いるので す、 おば あさま」 と、 

ト ムス キイ はなん の 気 もな しに 大きい 声で 言った。 

「あの方 はもう 七 年 前に 亡くなられ たではありません 

ゝ I 

力」 

若い 婦人 はにわ かに 顔 を あげて、 この 若い 士官に 合 

図 をした ので、 彼は老 伯爵 夫人に は 彼女の 友達の 死 を 



かぎ 

力、 わたしの 嗅 煙草の 箱 は どこに あります」 

こう 言って から、 伯爵 夫人 はお 化粧 を 済ませる ため 

に、 三人の 侍女 を 連れて 屛 風のう しろへ 行った。 トム 

ス キイ は 若い 婦人と あとに 残った。 

「あなたが 伯爵 夫人に お引き合わせな さりたい という 

お 方 は、 どなたです」 と、 リザ ヴ エツ タ. イヴ ァノヴ 

ナは 小声で 訊いた。 

「ナ ルモヴ だよ。 知ってい るだろう」 

「いいえ。 その かたは 軍人 …… 。 それとも 官吏 …… 」 

「軍人 さ」 

「ェ 兵隊の かた …… 」 



「いや、 騎馬 隊 だよ。 どういう わけで 工兵 隊か などと 

聞く の だ」 

若い 婦人 は ほほえんだ だけで、 黙って いた。 

r ポ ー ル」 と、 屛 風のう しろから 伯爵 夫人が 呼びかけ 

た。 「私に 何 か 新しい 小説 を 届けさせて 下さいな。 し 

スタイル 

かし、 今どきの 様式の は 御免です よ」 

「とおつ しゃる と、 おば あさま …… 」 

「主人公が 父 や 母の 首 を 絞めたり、 溺死者が 出て 来た 

りしない ような 小説に して 下さい。 わたし は 水死した 

人た ちの こと を 見たり 聞いたり する のが 恐ろしく つ て 

ね」 



仕事 を わきへ 押し やって、 窓から 外 を 眺め 始めた。 そ 

れ から 二、 三 秒 も 過ぎる と、 むこう 側の 角の 家のと こ 

ろへ 一 人の 青年 士官が あらわれた。 彼女 は 両の頰 を 

さっと 赤く して、 ふたたび 仕事 を 取り あげて、 自分の 

あたま を剌繡 台の 上に かがめる と、 伯爵 夫人 は 盛装し 

て 出て 来た。 

「馬車 を 命じて おくれ、 リザ ヴェ ッタ」 と、 夫人 は 言つ 

た。 「私たち は ドラ イヴして 来ましょう」 

リザ ヴ エツ タ は剌繡 の 台から 顔 を あげて、 仕事 を片 

付け 始めた。 

n んま 

「どうしたと いうので す。 おまえ は 聾 かい」 と、 老夫 



人 は 叫んだ。 「すぐに 出られる ように、 馬車 を 支度 さ 

せて おくれ」 

「唯今す ぐに 申しつ けます」 と、 若い 婦人 は 次の間へ 

急いで 行った。 

一人の 召使いが はいって 来て、 ポ— ル. アクレ サン 

ドロ ヴ イッチ 公からの お使い だとい つて、 二、 三 冊の 

書物 を 伯爵 夫人に 渡した。 

「どうもありがとうと 公爵に お伝え 申して おくれ」 と 

夫人 は 言った。 「リザ ヴ エツ タ …… 。 リザ ヴ エツ タ… 

〜。 どこへ 行った の だね え」 

「唯今、 着物 を 着換えて おります」 



「いいえ、 奥様。 静かな お天気で ございます」 と、 従 

者 は 答えた。 

「おまえ はでたら めば かりお 言いだ からね。 窓 を あけ 

て ごらんなさい。 それ、 ご覧。 風が 吹いて、 たいへん 

寒い じ やない か。 馬具 を 解いて おしまいなさい。 リザ 

ヴ エツ タ、 もう 出る の はやめにし ましょう。 …… そん 

なにお 粧り をす るに は 及ばなかった ね」 

「わたしの 一 生 はなん というの だろう」 と、 リザ ヴェ ッ 

タは 心のう ちで 思 つ た。 

実際、 リザ ヴェ ッタ . イヴ ァノ ヴナは 非常に 不幸な 



女であった。 ダンテ は 「未熟なる ものの パン は 苦く、 

彼の 階梯 は 急な り」 と 言って いる。 しかも この 老貴婦 

い そうろう 

人の 憐れな 話し相手 リザ ヴ エツ タが、 居候と 同じよ 

うな 辛い 思い をして いる こと を 知つ ている 者 は 一 人 も 

なかった。 A 伯爵 夫人 はけつ して 腹の 悪い 婦人で はな 

かった が、 この 世の中から ちゃほや されて 来た 婦人の 

ように 気まぐれで、 過去の ことば かり を 考えて 現在の 

こと を 少しも 考えよう としない 年寄りら しく、 いかに 

わがまま 

も 強欲で、 我儘であった。 彼女 は あらゆる 流行 社会に 

頭 を 突っ込んで いたので、 舞踏会に もしば しば 行った。 

そうして、 彼女 は 時代お くれの 衣裳 やお 化粧 をして、 



し ざん まい 

く 代りに、 自分た ちの 仕たい 三昧の こと をして、 その 

上お たがいに 公然と 老 伯爵 夫人から 盗み をす る こと を 

競争して いた。 そのな かで 不幸なる リザ ヴ エツ タは家 

政の 犠牲者であった。 彼女 は 茶 を淹れ ると、 砂糖 を 使 

いすぎた と 言って 叱られ、 小説 を 読んで 聞かせる と、 

こんなく だらない もの をと 言つ て、 作者の 罪が 自分の 

上に 降り かかって 来る。 夫人の 散歩のお 供 をして 行け 

ば、 やれ 天気が どうの、 舗道が どうのと 言って、 やつ 

あたりの 小言 を 喰う。 給料 は 郵便貯金に 預けられ てし 

まって、 自分の 手に はいると いう こと は ほとんどない _ 

ほかの 人 たちのよ うな 着物 を 買いたい と 思っても、 そ 



ど 始まろうと している 事件の 一 週間 前の ことであった _ 

リザ ヴェ ッタ • イヴ ァノ ヴナは 窓の 近くで、 剌繡 台の 

まち 

前に 腰 を かけて いながら、 ふと 街の 方 を 眺める と、 彼 

女 は 若い ェ 兵隊の 士官が 自分の いる 窓 を じ つ と 見上げ 

ている のに 気がつい たが、 顔 を 俯向けて またす ぐに 仕 

事 を はじめた。 それから 五分ば かりの あと、 彼女 は 再 

び 街の ほう を 見お ろす と、 その 青年 士官 は 依然として 

同じ 場所に 立って いた。 しかし、 往来の 士官に 色 眼な 

ど を 使った ことのない 彼女 は、 それぎ り 街の ほう を も 

見ないで、 二 時間ば かり は 首 を 下げた ままで、 剌繡を 

つづけて いた。 



えたので、 彼 は ひと 晚そ のことば かり をかん がえ てい 

た。 

「もしも …… 」 と、 次の 朝、 彼 は セント. ぺ テル スブ 

ルグの 街 を 歩きながら 考えた。 「もしも 老 伯爵 夫人が 

彼女の 秘密 を 僕に 洩らして くれたら …… 。 もしも 彼女 

が 三枚の 必勝の 切り札 を 僕に 教えて くれたら …… 。 僕 

は 自分の 将来 を 試さずに はお かないの だが …… 。 僕 は 

まず 老 伯爵 夫人に 紹介され て、 彼女に 可愛がられ なけ 

れば —— 彼女の 恋人に ならなければ ならない …… 。 し 

かし それ は なかなか 手間が かかる ぞ。 なにしろ 相手 は 

八十 七 歳 だから …… 。 ひょっとすると 一週間の うちに、 



いや 二日 も 経たない うちに 死んで しまう かもしれ ない。 

三枚の 骨牌の 秘密 も 彼女と ともに、 この 世から 永遠に 

消えて しまう の だ。 いったい あの 話 はほんと うかしら 

…… 。 いや、 そんな 馬鹿らしい ことがある もの か。 経 

済、 節制、 努力、 これが 僕の 三枚の 必勝の 切り札 だ。 

この 切り札で 僕 は 自分の 財産 を 三倍に する ことが 出来 

るの だ …… 。 いや、 七 倍に も ふやして、 安心と 独立 を 

得る の だ」 

こんな 瞑想に ふけってい たので、 彼 は セント. ぺテ 

めぬき 

ルス ブルダの 目 貫の 街の 一 つに ある 古い 建物の 前に 来 

るまで、 どこ を どう 歩いて いたの か 気がつかなかった。 



街 は、 燦然と 輝いて いる その 建物の 玄関の 前へ、 次 か 

ら 次へ とひき 出される 馬車の 行列の ために 通行止めに 

なって いた。 その 瞬間に、 妙齢の 婦人の すらりと した 

小さい 足が 馬車から 舗道へ 踏み出され たかと 思う と、 

次の 瞬間に は 騎兵 士官の 重そう な 深靴 や、 社交界の 人 

びとの 絹の 靴下 や 靴が あらわれた。 毛皮 や 羅紗の 外套 

が 玄関番の 大男の 前 を つづいて 通った。 

ヘルマン は 立ち 停まった。 

やしき 

「どなたのお 邸 です」 と、 彼 は 角のと ころで 番人に た 

ずね た。 

「A 伯爵 夫人のお 邸です」 と、 番人 は 答えた。 



リザ ヴェ ッタ • イヴ ァノ ヴナは 彼女の 帽子と 外套 を 

ぬぐ か 脱がない うちに、 伯爵 夫人 は 彼女 を 呼んで、 ふ 

たたび 馬車の 支度 をす るよう に 命じた ので、 馬車 は玄 

関の 前に 牽き 出された。 そうして、 夫人と 彼女と はお 

のおの その 席に着こう とした。 二人の 馭者が 夫人 を扶 

けて 馬車へ 入れよう とする 時、 リザ ヴ エツ タ はかの ェ 

1 つし ろ 

兵 士官が 馬車の 後 にぴ つた リと身 を 寄せて 立 つてい 

るの を 見た。 —— 彼 は 彼女の 手 を摑ん だ。 あっと 驚い 

て、 リザ ヴ エツ タは どぎ まぎして いると、 次の 瞬間に 

はもう その 姿 は 消えて、 ただ 彼女の 指の あいだに 手紙 



が 残されて あつたのに 気がつい たので、 彼女 は 急いで 

それ を 手袋の なかに 隠して しまった。 

ドラ イヴして いても、 彼女に はもう 何も 見えな かつ 

た。 聞こえなかった。 馬車で 散歩に 出た ときには 「今 

会った かたは どなた だ」 とか、 「この 橋の 名 はなん とい 

うの だ」 とか、 「あの 掲示板に はなん と 書いて ある」 と 

か、 絶えず 訊く のが 夫人の 習慣に なって いたが、 なに 

しろ 場合が 場合で あるので、 きょうに 限って リザ 

つじつま 

ヴェ ッタ はと かくに 辻 棲の 合わない ような 返事ば かり 

する ので、 夫人 はしまい に 怒り 出した。 

「おまえ、 どうかして いますね」 と、 夫人 は呶 鳴った _ 



ヘルマン は 飛んで 行って、 その 手紙 を 拾い上げて、 

近所の 菓子屋の 店へ 行った。 密封した 封筒 を 破って み 

ると、 内に は 自分の 手紙と リザ ヴ エツ タの 返事が は 

いっていた。 彼 はこん な こと だろうと 予期して いたの 

で、 家へ 帰る と、 さらに その 計画に ついて 深く 考えた _ 

それから 三日の 後、 一 人の 晴れ やかな 眼 をした 娘が 

小間物屋から 来たと いって、 リザ ヴ エツ タに 一通の 手 

紙 をと どけに 来た。 リザ ヴ エツ タは何 かの 勘定の 請求 

書で でも あるの かと、 非常に 不安な 心持ちで 開封す る 

と、 たちまちへ ルマンの 手蹟に 気がついた。 

「間違えて いるので はありません か」 と、 彼女 は 言つ 



伯爵 夫人 は それにお いでな さるでしょう。 そうして、 

わたしたち はた ぶん 二 時まで そこにお りましょう。 今 

夜 こそ は 二 人ぎ りで お 会 いので きる 機会で w J ざ います。 

伯爵 夫人が お出 ましに なると、 たぶん ほかの 召使い は 

みな 外出して しまって、 お 邸に は スイス 人の ほかに は 

誰もい なくなる と 思います。 その スイス 人 はき まって 

自分の 部屋へ 下がって 寝て しまいます。 それです から、 

十一 時半 ごろに おいでく ださい。 階段 を まっすぐに 

昇って いらっしゃい。 もし 控えの間で 誰かに お逢いで 

し た らば、 伯爵 夫人が いらっしゃ るかと おたずねな さ 

ハ。 きっと いら つ しゃら な ハ と言われましょう から、 



ヘルマン は 指定され た 時刻の 来る あいだ、 虎の よう 

-さる 

にから だを顫 わせて いた。 夜の 十 時 ごろ、 彼 はすで に 

伯爵 夫人 邸の 前へ 行って いた。 天気 は ひどく 悪かった。 

風 は 非常に 激しく 吹いて、 雨 まじりの 雪 は 大きい 花び 

らを 飛ばして いた。 街燈 は 暗く、 街 は 鎮ま リ かえって 

いた。 憐れな 老 馬に 牽 かせて ゆく 橇の 人が、 こんな 夜 

に 迷って い る 通行人 を 怪しむ ように 見返りながら 通 つ 

た。 ヘルマン は 外套で 深く 包まれて いたので、 風 も 雪 

も 身に 沁みなかった。 

やっとの ことで、 伯爵 夫人の 馬車 は 玄関 さきへ 牽き 

出された。 黒い 毛皮の 外套に 包まれた、 腰の まがった 



に は シナの 絹が 懸かって いた。 一方の 壁に は、 パリで 

ルブラン 夫人の 描いた 二つの 肖像画の 額が 懸かって い 

たが、 一枚 は どっしり とした 赭ら 顔の 四十ぐ らいの 男 

で、 派手な 緑色の 礼服の 胸に 勲章 を 一 つ 下げて いた。 

かきば な 

他の 一枚 は 美しい 妙齢の 婦人で、 鉤鼻で、 ひたいの 髪 

を 巻いて、 髪 粉 をつ けた 髪に は 薔薇の 花が 挿して あつ 

た。 隅ず みに は 磁器 製の 男の 牧人と 女の 牧人 や、 有名 

はりぬ きばこ ル— レット 

な レフ ロイの 工場 製の 食堂 用 時計 や、 紙 匣 や、 球 転 

二種の 賭博) の 道具 を はじめと して、 モンゴル フィ 

ェ ー ルの 軽気球 や、 メスメルの 磁石が 世間 を 騒がせた 

おもちゃ 

前世紀の 終わりに はやった、 婦人の 娯楽 用の 玩具が た 



なく 伯爵 夫人が あらわれて、 死んだ 者の ように ヴ オル 

テ— ル 時代の 臂 掛け 椅子に 腰 を 落とした。 

すきま のぞ 

ヘルマン は 隙間から 靦 いている と、 リザ ヴ エツ タ. 

イヴ ァノ ヴナが 彼の すぐそば を 通った。 彼女が 螺旋 形 

の 階段 を 急いで 昇って ゆく 跫音を 聞いた 剎那、 彼の 心 

臓 は 良心の 苛責と い つ たような ものの ためにち くりと 

刺される ような 気 もした が、 そんな 感動 はすぐ 消えて、 

彼の 心臓 はまた もとの ように 規則正しく 動悸 を 打って 

いた。 

伯爵 夫人 は 姿見の 前で 着物 をぬ ぎ 始めた。 それから、 

薔薇の 花で 飾った 帽子 を 取って、 髪 粉 を 塗った 仮 髪 を 



「いえ、 冗談ではありません」 と、 ヘルマン は 言い返 

した。 「シャ プ リッツ キイ を 覚えて いらっしゃ るで 

かるた 

しょう。 あなた は あの人に 三枚の 骨牌の 秘密 をお 教え 

になって、 勝負に お 勝た せに なりました では ありませ 

んか」 

夫人 は 明らかに 不安に なって 来た。 彼女の 顔に は烈 

しい 心の 動揺が あらわれ たが、 またす ぐに 消えて し 

まった。 

「あなた は 三枚の 必勝 骨牌 を) J 指定な されな いのです 

ね」 と、 ヘルマン はまた 言った。 

夫人 は 依然として 黙って いたので、 ヘルマン は 更に 



言葉 をつ づけた。 

「あなた は、 誰に その 秘密 をお 伝えな さるお つもりで 

すか。 あなたの お孫さん にです か。 あの人た ち は 別に 

あなたに 秘密 を 授けて もらわな くと も、 有り あまる ほ 

どのお 金持ちです。 それだけに、 あの人た ち は 金の 価 

値 を 知りません。 あなたの 秘密 は 金使いの 荒い 人に は、 

なんの 益す ると ころもありません。 父の 遺産 を 保管す 

る ことの 出来ない ような 人間 は、 たとい 悪魔 を 手先に 

使った にしても、 結局 は あわれな 死に 方 をし なければ 

ならない のでしょう。 わたくし はそんな 人間で は ござ 

あ，. こ 

いません。 わたくし は 金の 値い という もの をよ く 知つ 



くも 人間と しての ある 感情が、 あなたの 胸の うちにお 

湧きに なった 事が おありでした らば、 わたくし は 妻と 

して、 恋人と して、 母と しての 愛情に おすがり 申して 

お願い 申します。 どうぞ 私の この 嘆願 を 斥けないで 

下さい。 どうぞ あなたの 秘密 を わたくしに お洩らし 下 

さい。 あなたに はもう なんのお 入り用 もないで はあり 

ません か。 たとい どんな 恐ろしい 罪 を 受けよう とも、 

永遠の 神の 救い を 失おうと も、 悪魔と どんな 取り引き 

をしょう とも、 わたくし はけつ して 厭いません。 …… 

考えて 下さい。 …… あなた はお 年 を 召して おられます _ 

からだ 

そんなに 長く はこの 世に おいでになられな いお 体 で 



こと もなければ、 男の 声 も —— 今夜まで は、 その 噂 さ 

え も 聞いた ことはなかった。 ところが 不思議な ことに 

は、 今夜の 舞踏会の 席上で、 ポ— リン . N 公爵の 令嬢 

がいつ になく 自分と 踊らなかった ので、 すっかり 気 を 

悪く してし まった ト ムス キイが、 おまえば かりが 女で 

はない ぞ といった 復譬 的の 態度で、 リザ ヴェ ッタに 相 

手 を 申し込んで、 始めからし まいまで 彼女と マズルカ 

を 踊りつ づけた。 その 間、 彼 は 絶えず リザ ヴ エツ タが 

ひ いき 

工兵 士官ば かり を 貝頭属 にして いる こと をから か つ た挙 

げ句、 彼女が 想像して いる 以上に、 自分 は 深く 立ち入つ 

て 万事 を 知っている とま ことし やかに 言った。 実際 彼 



ンを 付けた 黒の 下 衣 を 着て、 手に 蠟燭を 持って いた。 

一 族 —— 息子た ちゃ、 孫た ちゃ それから 曾孫た ち —— - 

力な 

は、 みな 深い 哀しみに 沈んで いた。 

誰も 泣いて いるものはなかった。 涙と いう もの は 一 

つの 愛情で ある。 しかるに、 伯爵 夫人 は あまりに も 年 

をと り 過ぎて いたので、 彼女の 死に 心 を 打 たれた もの 

もな く、 一 族の 人た ち もとう から 彼女 を 死んだ 者 扱い 

にして いたので ある。 

ある 有名な 僧侶が 葬式の 説教 を はじめた。 彼 は 単純 

で、 しかも 哀憐の 情 を 起こさせる ような 言葉で、 長い 

あいだ キリスト教 信者と しての 死 を 静かに 念じて いた 



突っ立った。 —— ヘルマン は それが 伯爵 夫人で ある こ 

とに 気がついた。 

「わたし は 不本意ながら あなたの 所へ 来ました」 と、 

彼女 はしつ かりした 声で 言った。 「わたし は あなたの 

懇願 を 容れて やれと 言いつ かった のです。 三、 七、 一 

の 順に 続けて 賭けたなら、 あなた は 勝負に 勝つ でしよ 

う。 しかし 二十 四時 間 内に たった 一回より 勝負 をし な 

いという ことと、 生涯に 二度と 骨牌の 賭け を しないと 

いう 条件 を 守らなければ なりません。 それから、 あな 

たが わたしの 附き 添い 人の リザ ヴェ ッタ . イヴ ァノヴ 

ナと 結婚して 下されば、 私 は あなたに 殺された こと を 



分の 長い あいだの 経験に よって 仲間から も 信頼せられ、 

彼の あけつ 放しの 家と、 彼の 腕利きの 料理人と、 それ 

から 彼が 人 を そらさぬ 態度と によって、 一 般の 人び と 

から 尊敬の まとに なって いた。 その 彼が セント • ぺテ 

ルス ブルダに やって来 たので、 この 首府の 若い 人び と 

は 舞踏 や、 女 を 口説きお とす ことな ど は そっちの けに 

して、 ファロ ー (指定の 骨牌 一組のう ちから 出て 来る 

たんでき 

順序 を 当てる 一 種の 賭け 骨牌) に 耽溺 せんがた めに、 

みな その 部屋に 集まって 来た。 

いんぎん 

かれら は 慇憝な 召使いの 大勢 立 つてい る 立派な 部屋 

を 通って 行った。 賭博場 は 人で いっぱいであった。 将 



軍 や 顧問 官は ウイ スト (四 人です る 一 種の 賭け 骨牌) 

を 試みて いた。 若い 人び と は ピロ— ド 張りの 長椅子に 

だらしなく 倚りながら 氷菓子 を 食べたり、 煙草 をく ゆ 

らしたり していた。 応接間で は、 賭け をす る ひと 組の 

連中が 取り巻い ている 長い テ ー ブルの 上席に シ ェ カリ 

ンス キイが 坐って 元締 をして いた。 

彼 は 非常に 上品な 風采の 五十 がらみ の 男で、 頭髪 は 

銀の ように 白く、 そのむ つくりと 肥った 血色の いい 顔 

に は 善良の 性が あらわれ、 その 眼 は 間断な く 微笑に 

またたい ていた。 ナル モヴは 彼に ヘルマン を 引き合わ 

せた。 シェカ リンス キイ は 十 年の 知己の ごとくに ヘル 



いに は 返事 を しないが、 絶えず 非常な 早口で ニニ、 七、 

一！」 「三、 七、 一！」 とさ さやいて いるので あった。 

リザ ヴ エツ タ. ィヴァ ノヴナ は、 老 伯爵 夫人の 以前 

の 執事の 息子で 前途有望の 青年と 結婚した。 その 男 は 

どこかの 県庁に 奉職して、 かなりの 収入 を 得て いるが、 

リザ ヴェ ッタ はや はり 貧しい 女で ある ことに 甘んじて 

いる。 

ト ムス キイ は 大尉 級に 昇進して、 ポ— リン 公爵 令嬢 

の 夫と なった。 
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